
税
で
運
用
で
き
る
制
度
で
あ
る
点

を
強
調
し
た
い
。

　
通
常
、
投
資
信
託
や
株
式
投
資

で
得
た
分
配
金
、
配
当
金
、
売
却

益
等
の
利
益
に
は
、
20
・
３
１
５

％
の
税
金
（
国
税
15
％
、
地
方
税

５
％
、
復
興
特
別
税
０
・
３
１
５

％
）
が
課
税
さ
れ
る
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
口
座
で
の
利
益
は
す
べ
て
非
課

税
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
手
元
に
残

る
。
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
つ
み
た

て
投
資
枠
１
２
０
万
円
・
成
長
投

資
枠
２
４
０
万
円
の
合
計
で
年
間

３
６
０
万
円
、
総
額
１
８
０
０
万

円
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
非

課
税
制
度
が
恒
久
化
さ
れ
て
無
期

限
と
な
り
、
売
却
す
る
ま
で
は
利

益
が
非
課
税
の
ま
ま
運
用
で
き
る

な
ど
、
長
期
投
資
の
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
。

　
利
益
確
定
の
た
め
に
売
却
し
て

も
、
枠
の
範
囲
内
で
再
度
購
入
で

き
る
た
め
、
使
い
勝
手
も
よ
い
。

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
限
度
額
は

購
入
時
の
金
額
で
あ
り
、
運
用
で

増
え
た
分
も
非
課
税
で
運
用
で
き

度
改
正
を
重
ね
、
２
０
２
４
年
１

月
に
始
ま
っ
た
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は

非
課
税
保
有
限
度
額
が
最
大
１
８

０
０
万
円
、
さ
ら
に
期
限
が
恒
久

化
さ
れ
る
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
の
大

き
い
制
度
に
変
わ
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座

数
は
２
０
２
３
年
12
月
末
の
約
２

１
２
５
万
口
座
か
ら
、
２
０
２
５

年
６
月
末
に
は
約
２
６
９
６
万
口

座
ま
で
急
拡
大
し
て
い
る
。
数
字

か
ら
も
「
使
わ
な
い
の
は
も
っ
た

い
な
い
」
と
思
わ
せ
る
制
度
設
計

に
な
っ
た
と
い
え
る
。

制
度
改
正
を
重
ね

非
課
税
メ
リ
ッ
ト
が
増
大

　
次
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
税
制
上
の

メ
リ
ッ
ト
・
使
い
勝
手
だ
が
、
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
は
政
府
が
用
意
し
た
非
課

の
発
言
は
、
お
客
様
が
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
を
始
め
て
い
な
く

と
も
、
非
課
税
枠
や
税
制
面
の
メ

リ
ッ
ト
に
興
味
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
す
る
。
そ
こ
で
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度

の
背
景
や
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
、

使
い
勝
手
の
良
さ
、
商
品
選
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

の
利
用
を
後
押
し
し
よ
う
。

　
ま
ず
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
背
景

だ
。
日
本
の
個
人
の
金
融
資
産
に

お
け
る
預
貯
金
・
現
金
の
割
合
は

50
％
超
と
偏
っ
て
お
り
、
政
府
は

「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
を
合
言
葉

に
、
家
計
の
安
定
的
な
資
産
形
成

を
促
す
目
的
で
２
０
１
４
年
１
月

に
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
を
開
始
し
た
。

　
し
か
し
、
当
時
は
年
間
１
０
０

万
円
、
５
年
間
の
み
非
課
税
と
な

る
制
度
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
制

お客様の
この発言を運用提案に
結び付けよう

こ

二之宮祟宏 １級ファイナンシャル・プランニング技能士／
日本GHCDコーチング協会認定講師

1
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
利
用
す
る
と

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
？
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で
の
運
用
を
提
案
し
た
い
。

　
冒
頭
に
記
載
し
た
と
お
り
、
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
は
政
府
の
「
貯
蓄
か
ら
投

資
へ
」
に
基
づ
き
、
家
計
の
安
定

的
な
資
産
形
成
を
促
す
目
的
で
設

計
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
税
金
、

社
会
保
障
費
等
、
個
人
の
負
担
感

は
大
き
く
な
る
中
で
数
少
な
い
、

税
制
面
か
ら
個
人
に
優
遇
さ
れ
た

制
度
だ
。
こ
の
点
を
強
調
し
て
提

案
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　
加
え
て
、
家
族
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口

座
の
開
設
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
、
未
開
設
・
未
稼
働
の
家
族
を

紹
介
し
て
も
ら
え
る
と
、
新
た
な

取
引
に
も
つ
な
が
る
。

る
。
す
な
わ
ち
、
複
利
運
用
の
メ

リ
ッ
ト
も
享
受
で
き
る
。

　
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
は
つ
み
た
て
投

資
枠
が
あ
り
、
毎
月
数
千
円
か
ら

の
積
立
も
可
能
だ
。
そ
の
た
め
、

投
資
初
心
者
で
も
始
め
や
す
い
点

も
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
る
。

　
一
方
、
利
用
時
の
注
意
点
も
あ

る
。
損
失
が
出
た
場
合
は
非
課
税

の
メ
リ
ッ
ト
は
な
く
、
特
定
口
座

等
で
あ
れ
ば
損
益
通
算
（
年
間
の

利
益
と
損
失
を
相
殺
す
る
制
度
）

で
き
る
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
の
場

合
は
損
益
通
算
が
で
き
な
い
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
は
非
課
税
の
た

め
、
大
き
く
儲も

う

け
ら
れ
れ
ば
非
課

税
メ
リ
ッ
ト
が
増
大
す
る
が
、
損

し
た
場
合
に
は
こ
の
メ
リ
ッ
ト
が

な
く
な
る
。
短
期
間
で
の
投
資
、

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
の

投
資
に
は
適
し
て
い
な
い
。
お
客

様
が
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー

ン
の
商
品
を
希
望
す
る
場
合
は
、

複
数
の
投
資
信
託
を
組
み
合
わ
せ

る
分
散
投
資
、
積
立
を
活
用
し
た

時
間
の
分
散
、
そ
し
て
長
期
投
資

▼

お
客
様
の
発
言
は
こ
の
よ
う
に
提
案
に
つ
な
げ
よ
う

⃝�損失発生時には非課税メリ
ットを享受できないため、
短期での投資には不向き
⃝�各種税金の負担感が増す中
で、NISAは優遇された制
度である点を強調する

POINT
運用運用
　提案　提案のの

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
利
用
す
る
と

何
か
い
い
こ
と
が
あ
る
の
？

は
い
！

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
非
課
税
で

資
産
運
用
で
き
る

制
度
で
す

通
常
の
投
資
信
託
等
で

得
た
利
益
は
課
税
さ
れ
ま
す
が

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
で
の
利
益
は

そ
の
ま
ま
手
元
に
残
り
ま
す

最
近

税
金
も
ど
ん
ど
ん

高
く
な
っ
て
い
る
し

そ
れ
は
い
い
わ
ね

一
方
で

損
失
が
出
た
場
合
に
は

非
課
税
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
な
い
な
ど
の

デ
メ
リ
ッ
ト
も

ご
ざ
い
ま
す

そ
う
な
の

ね
ぇ
…

た
だ
し 

こ
の
あ
た
り
は

長
期
・
分
散
・
積
立
を

意
識
い
た
だ
く
こ
と
で

カ
バ
ー
で
き
る
部
分
で
す

そ
れ
な
ら

少
し
ず
つ
で
も

初
め
て
み
よ
う

か
し
ら

●①●③

●②●④

NISA口座の稼働推進ノウハウ
特
集

取引活性化につなげる
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